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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，日本語母語話者および非母語話者が発話した日本語音声を収録し，研究用
音声コーパスを作成することと，音声による母語識別システムの基礎を築くことである．日本語母語話者33名と非母語
話者45名が発話した日本語の単語，短文，数字列，文章を電話およびマイクロホンを介して録音し，音声ファイルの切
り出しを行った．収録した音声資料の音響分析を行い，母語話者と非母語話者の違いを調査した．非母語話者の特徴が
現れやすいと考えられた電話番号読み上げ時の韻律や文章読み上げ時の調音速度を用いて母語識別実験を行ったところ
，比較的高い識別正解率が得られることが示された．

研究成果の概要（英文）：The purposes of this project were to build a corpus of native and non-native Japan
ese speech and to develop a foreign accent identification system. For the speech corpus, thirty-three nati
ve and forty-five non-native speakers recorded various Japanese utterances including words, sentences, num
bers, and passages through the landline and a microphone. The recorded speech materials were then submitte
d to the acoustic analyses in order to find the differences between native and non-native speech. Foreign 
accent identification experiments were conducted using the prosody of spoken telephone numbers and the art
iculation rate of read passages, which reflected the acoustic characteristics of non-native speakers, and 
the results showed that we could obtain higher identification accuracy.
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１．研究開始当初の背景 

現在，世界人口の半分以上がバイリンガル
と言われており，社会経済の国際化も加速の
一途をたどっている．日本を訪れる外国人の
人口も増加しており，それに伴い，テロリズ
ムや外国人犯罪の防止に向けた対策も取ら
れている． 
外国人犯罪の捜査では，事件関係者の国籍
（あるいは人種・民族）を明らかにできるこ
とがその後の捜査に大きく影響する．外国人
犯罪の現場から音声資料が入手できた場合，
その音声が犯人の母語での発話であれば，言
語から国籍を特定することは比較的容易で
ある．一方，音声資料が犯人にとって非母語
である日本語での発話である場合，音声に現
れる母語音声の特徴（母語干渉）を利用する
ことで母語を識別できる可能性がある． 
非母語日本語音声の研究は，言語教育分野
では盛んであるものの，ほとんどが母語干渉
の記述や教授法・訓練法の開発に関するもの
であり，音声を用いた母語識別に関する研究
はあまり行われていない．そのため，入手可
能な研究用音声コーパスも限られており，法
科学にも応用可能な，電話音声等を含む音声
コーパスは存在しない． 

２．研究の目的 

（１）非母語日本語音声コーパスの構築 
非母語話者が発話したさまざまな日本
語の音声を，電話およびマイクロホンを介
して録音し，研究用の音声資料を収集する．
比較のために，同じ発話内容を日本語母語
話者が発話したものも収録する．収録した
音声資料は，研究課題終了後，音声コーパ
スとして，研究教育目的に限り，他の研究
者にも公開する予定である． 

（２）母語識別システムの開発 
上記（１）で収録を行った音声資料の音
響分析を行い，母語話者と非母語話者の識
別および非母語話者の母語の識別に有効
な発話の種類や音響特徴量を調査する．実
際に識別実験を行い，各特徴量の有効性を
評価する．その際，識別手法についても検
討を行う． 

３．研究の方法 

（１）非母語日本語音声コーパスの構築 
日本語母語話者および非母語話者が発
話した日本語の発話を，無響室内にて電話
およびマイクロホンを介して録音した．録
音参加者募集時には，さまざまな地域方言，
学習歴を持つ話者が含まれるよう考慮し

た． 

（２）音声の音響分析 
収録した音声資料の音響分析を行い，母
語音声と非母語音声の違いが顕著に現れ
る発話および音響特徴を調査した．それら
の違いが現れる音響特徴量を抽出し，話者
群間の差が統計的に有意であることを確
認した． 

（３）母語識別実験 
様々な統計的手法や機械学習手法を用
いて母語識別実験を行い，特徴量の有効性
を評価した．母語識別の正解率と話者属性
（現在の年齢，来日時の年齢，日本語学習
開始時の年齢，日本語学習期間，性別，出
身地の方言等）との関係について，考察を
行った． 

４．研究成果 

（１）非母語日本語音声コーパスの構築 
日本語母語話者 33名と非母語話者45名
の音声の収録を行った．単語，短文，数字
列，文章など，144種類の発話を 2回繰り
返してもらった．収録は全て無響室にて行
った．音声資料は発話内容およびチャンネ
ル（電話とマイクロホン）ごとに個別のフ
ァイルに分け，約 4万 5千個の音声ファイ
ルを作成した．これらの音声ファイルは，
今後，必要な情報を整理した上で，音声コ
ーパスとして他の研究者に公開する予定
である． 

（２）音声の音響分析 
非母語音声に関して，母語干渉に対応す
る音響特徴を分析し，母語話者との違いが
見られるかどうか検討を行った．母音の無
声化の頻度や規則性，破裂子音の VOT（有
声開始時間），摩擦子音の周波数特性，音
節の持続時間，基本周波数の動態など，基
礎的な音響特徴を分析対象とした．これら
の音響特徴には，各国語の特徴が現れるも
のの，話者内差・話者間差ともに大きく，
母語別に一貫した特徴としてまとめるこ
とは困難であった． 
一方，母語識別における第一種の誤り
（母語話者を非母語話者とする誤り）を抑
えるため，母語話者間の音声の違い（地域
差や性差）についても調査を行った．対象
とした音響特徴は，母音の無声化頻度およ
び調音速度である．母音の無声化頻度は，
一般的な方言地図で無声化の地理的分布
として示されているものとほぼ同じ地域
差が見られ，調音速度には地域差はないも



のの顕著な性差（男性で早い）が見られた． 

（３）電話番号の韻律を用いた母語識別 
日本語の電話番号は，読み上げる際に特
異な韻律構造を持つことが示されている．
この韻律構造は，日本語音声教育において，
授業等で取り上げられる機会も少ないた
め，非母語話者が認識していない可能性が
高いと考えられる．そこで，電話番号読み
上げ時の韻律（基本周波数の動態）を特徴
量として，母語識別実験を行った． 
日本語母語話者 26 名，非母語話者 27 名
（中国語，韓国語の母語話者）が発話した
日本語音声を対象として，線形判別分析に
よる識別を行ったところ，318 発話に対す
る母語識別正解率は 80.8％であった．2言
語を対象とした場合の母語識別正解率は，
日本語・中国語話者の音声を用いた場合は
95.1％，日本語・韓国語話者の音声を用い
た場合は 94.8％であった． 

（４）調音速度を用いた母語識別 
発話中の言語単位（音節やモーラ）を，
言いよどみやフィラー，休止区間等を除く
発話時間（NET 発話時間）で割ったものを
調音速度と呼ぶ．調音速度は，話者内変動
が小さく，話者間差や方言間差が大きいと
言われている．そこで，調音速度には母語
による違いも現れる可能性があると考え，
分析および母語識別実験を行った． 
日本語母語話者 30 名，非母語話者 34 名
（中国語，韓国語，タイ語の母語話者）が
発話した6文から成る日本語の文章の調音
速度を対象として，線形判別分析を用いた
識別を行ったところ，文ごとの識別では
67.2％（768 発話），文章ごと（6文全体）
の識別では 78.1％（128 発話）の正解率を
得た． 
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